
 

な
お
、
努
力
義
務
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
人
や
保

護
者
が
判
断
し
て
接
種
す
る
も
の
で
す
。 

た
だ
し
、同
調
圧
力
が
強
く
な
り
、学
校
で
の
ク
ラ
ス
内

等
で
、
半
ば
強
制
の
よ
う
な
事
態
が
生
起
し
な
い
よ
う
対
応

を
要
望
し
ま
し
た
。
市
も
そ
の
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
て
強
制
と
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
む

と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、９
月
上
旬
、本
市
で
は
小
児
の
１
・２

回
目
の
接
種
率
は
約
１
０
％
で
す
。（
議
会
答
弁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ ４ 

●
昭
和
５
８
年
生
ま
れ 

●
関
西
大
倉
高
校
卒
業 

●
香
川
大
学
農
学
部

卒
業 
●
陸
上
自
衛
隊
（
退
職
時 

１
等
陸
尉
）、
東
日
本
大
震
災
・
Ｐ
Ｋ
Ｏ

（
ハ
イ
チ
）
で
派
遣
活
動
に
従
事 

●
前
衆
議
院
議
員
と
か
し
き
な
お
み

事
務
所
元
秘
書 

●
自
民
党
摂
津
市
支
部 

副
支
部
長 

●
自
民
党
大
阪

府
連
青
年
局 
●
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
（
関
西
学
院
大
学
経
営
戦
略
研
究
科
卒
業
） 

●
消
防
団 

●
予
備
自
衛
官 

●
座
右
の
銘
「
蒔
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
」 
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摂
津
市
議
会
議
員 

松本あきひ こ 

こ
の
資
料
は
摂
津
市
議
会
で
の
活
動
等
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

「
周
り
で
副
反
応
の
ひ
ど
い
人
が
出
て
き
た
か
ら
、ち
ょ
っ
と
心
配
で
、今
回
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
打

ち
止
め
か
な
。」
と
い
う
よ
う
な
声
を
最
近
、市
民
の
方
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。 

ま
た
、小
児
の
保
護
者
の
方
か
ら
は
、
「
ほ
ぼ
重
症
化
し
な
い
子
ど
も
で
は
、
自
己
免
疫
で
十
分

な
ら
、長
期
的
な
安
全
性
が
検
証
さ
れ
て
い
な
い
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
必
要
性
は
低
い
の
で

は
？
」
と
い
う
疑
問
の
声
も
聞
き
ま
す
。 

そ
の
為
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
態
に
つ
い
て
改
め
て
把
握
す
る
必
要
性
を
感
じ
、６
月
・
９
月
の

議
会
で
質
疑
す
る
と
と
も
に
、そ
の
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

松
本 

暁
彦 

摂
津
市
議
会
議
員 

追
加
さ
れ
続
け
る 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種 

 

（討議資料） 

議
会
報
告 

① 

変
わ
る
！
ご
み
分
別 

② 

旧
三
宅
小
と
旧
味
舌
小 

跡
地
の
将
来
的
な
活
用 

こ
の
資
料
は
市
議
会
議
員
松
本
暁
彦
の
政
治
活
動
等
の
報
告
で
す
。 

１
．
追
加
接
種
の
日
程
・オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン 

２
．
小
児
（五
～
十
一
歳
）へ
の
努
力
義
務
の
適
用 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
従
来
株
に
対
応
し
た
２
価
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
９
月
下
旬

に
始
ま
り
、本
市
で
の
接
種
開
始
は
次
の
通
り
で
す
。（
摂
津
市
資
料
よ
り
） 

①
１
０
月
１
日
か
ら
４
回
目
接
種
の
対
象
者
に
接
種
を
開
始 

②
順
次
、３
回
目
未
接
種
者
や
４
回
目
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
六
十
歳
未

満
の
方
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
。 

③
５
回
目
接
種(

予
定)

は
、
４
回
目
接
種
か
ら
５
カ
月
経
過
後
に
接
種
券
発

送
予
定
。 

④
未
接
種
者
は
、従
来
型
ワ
ク
チ
ン
（
武
漢
対
応
）
を
速
や
か
に
２
回
接
種
。 

⑤
政
府
は
接
種
間
隔
を
５
ヶ
月
か
ら
３
ヶ
月
に
短
縮
を
検
討
。※

 

小
児
（
五
～
十
一
歳
）
に
９
月
６
日
付
け
で
、他
の
世
代
と
同
様
に
努
力
義
務
が
適
用
さ
れ
、

ま
た
、
２
回
目
の
接
種
か
ら
５
カ
月
以
上
経
過
後
に
３
回
目
の
接
種
券
が
発
送
さ
れ
ま
す
。 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

ま 

つ 

も 

と 
 
 
 

 
 
 
 

あ 

き 

ひ 

こ 

事務所 摂津市別府 1-4-6-505 TEL06-6349-2515 

１
．
決
ま
っ
て
い
な
い
平
時
の
将
来
的
な
活
用
方
法 

旧
三
宅
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
旧
味
舌
小
学
校
跡
地

は
、
災
害
時
の
防
災
空
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
時
で
の

将
来
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

現
状
は
、
旧
三
宅
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

実
践
の
場
と
し
て
、
地
元
自
治
会
の
お
祭
り
や
、
体
育
祭
、

防
災
訓
練
な
ど
に
も
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

旧
味
舌
小
学
校
跡
地
は
、
せ
っ
つ
幼
稚
園
の
建
て
替
え

工
事
に
伴
う
仮
園
舎
と
し
て
、
令
和
５
年
の
９
月
ま
で
使

用
予
定
で
す
が
、
そ
の
後
は
未
定
で
す
。 

こ
の
状
況
の
中
、
旧
三
宅
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
耐

震
化
さ
れ
て
い
な
い
校
舎
が
取
り
残
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
も
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
不
安
材

料
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（HP） 

He 

 

 

努
力
義
務
は
強
制
で
は
な
い
。
本
人
と
保
護
者
の
判
断
で
あ
る
。 

 

※産経新聞 HP「＜独自＞ワクチンの接種間隔 5 ヶ月から 3 ヶ月に短縮へ」20２２.９.２１ 

 

１
．
広
域
連
携
の
推
進
、
ご
み
行
政
の
改
革 

令
和
５
年
度
か
ら
、
茨
木
市
と
の
広
域
連
携
が
開
始
さ
れ
ま

す
。具
体
的
に
は
、摂
津
市
の
環
境
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
施
設
）
が

運
転
停
止
し
、
摂
津
市
の
ご
み
に
つ
い
て
は
茨
木
市
の
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
に
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
摂
津
市
は
茨
木
市
と
費
用
負
担
を
行
い
、
茨
木

市
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
焼
却
施
設
を
一
本
化
す
る
こ
と

で
、
摂
津
市
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
等
の
多
額
の
財
政
支
出

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
茨
木
市
の
高
い
性
能
を
持
つ
施
設
を
活
用
で
き
る
こ
と

に
よ
り
、市
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

２
．
令
和
５
年
度
か
ら
、
変
わ
る
ご
み
分
別
・高
ま
る
利
便
性 

３
．
提
言 

広
域
連
携
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ 

令
和
５
年
度
か
ら
ご
み
分
別
が
変
わ
る
予
定
で

す
。
例
え
ば
、
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
う
ち
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
を
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
合
わ
せ
、
「
普
通

ご
み
」
と
し
、
週
２
回
の
収
集
、
陶
器
な
ど
の
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
を
「
複
雑
ご
み
」
と
区
分
し
、
月
１
回

の
収
集
と
な
り
ま
す
。
ま
た
収
集
回
数
増
加
の
要

望
の
あ
る
段
ボ
ー
ル
は
、
回
数
を
月
１
回
か
ら
月
２

回
に
変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
。
（
議
会
答
弁
） 

再
生
資
源
の
活
用
促
進
・
収
集
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
ご
み
処
理
場
の
広
域
連
携
は
、
本
市
の
ご
み
行
政
の
大
き
な
改
革
で
す
。 

そ
の
た
め
議
会
に
て
、
収
集
運
搬
体
制
に
お
い
て
は
、事
業
者
と
の
更
な
る
連
携
、そ
し
て
直

営
の
職
員
確
保
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
取
組
推
進
等
、
広
域

連
携
が
市
民
に
と
っ
て
不
便
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
ぬ
よ
う
、し
っ
か
り
と
改
革
を
進
め
る
よ
う
提

言
し
て
い
ま
す
。 

２
．
提
言 

魅
力
的
な
拠
点
へ
の
活
用 

私
は
議
会
に
て
、こ
の
両
施
設
跡
地
は
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
か
ね
、

人
を
集
め
る
魅
力
と
し
、こ
の
ま
ち
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
の
豊

か
な
住
環
境
に
生
か
す
べ
き
と
、提
言
し
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
機
能
別
公
園
と
し
て
、旧
味
舌
小
学
校
跡
地

は
芝
生
化
し
、一
部
は
舗
装
化
し
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の

イ
ベ
ン
ト
空
間
を
作
り
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
公
園
と

し
て
、旧
三
宅
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
未
耐
震
の
校
舎
は

解
体
し
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
継
続
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健

康
増
進
の
為
の
運
動
拠
点
と
な
る
公
園
と
す
る
。そ
し
て

防
災
空
地
と
し
て
の
安
全
性
・利
便
性
の
確
保
も
図
っ
て

い
く
、と
い
う
も
の
で
す
。 

こ
れ
は
長
期
的
に
も
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

茨木市環境衛生センター 

（旧味舌小跡地） 

に） 
（イメージ） 

に） 

（旧三宅スポーツセンター） 

に） 

摂津市環境センター 



参照：※２ 毎日新聞 HP「新型コロナくらし情報ワクチン２回接種後の死亡 免疫調節機能 過剰反応か 広大教授らまとめ」２０２2.9．27 

 

 

 

①
．Ａ
Ｄ
Ｅ
（
抗
体
依
存
性
感
染
増
強
）
と
い
う
、ワ
ク
チ
ン
接
種
・
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
で
で
き

た
「
抗
体
」
に
よ
り
、逆
に
感
染
し
や
す
く
な
っ
た
り
、症
状
が
悪
化
し
た
り
す
る
現
象
が
あ
り

ま
す
。 

厚
労
省
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
を
否
定
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、
９
月
１
６
日
公
開
の

最
新
の
研
究
で
、ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、一
部
の
血
清
に
Ａ
Ｄ
Ｅ
活
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。※
１ 

２ 

参照：※１ scientific reports「FcR-および ACE2 陽性細胞を用いた抗 SARS-CoV-2 治療用抗体および mRNA ワクチン抗血清における抗体依存性感染増強の再評価」2022.9.16 

 

３
．
長
期
的
な
安
全
性
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い 

全
国
の
自
治
体
か
ら
国
に
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
を
利

用
す
る
為
、
９
月
上
旬
で
約
４
千
件
の
進
達
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
国
の
専
門
審
査
部
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
た
も
の
の
う

ち
、
約
９
０
０
件
が
認
定
、
約
６
０
件
が
否
認
と
い
う
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
上
表
・議
会
答
弁
よ
り
） 

現
状
、
認
定
が
３
割
に
も
満
た
な
い
狭
き
門
で
す
。
今
後
も
追
加

接
種
が
増
え
て
い
け
ば
、進
達
数
も
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
当
然
な

が
ら
迷
わ
れ
て
い
る
等
で
、
表
に
出
て
き
て
い
な
い
方
々
も
相
当
数

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

厚
労
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
で

は
１
０
万
人
あ
た
り
の
コ
ロ
ナ
新
規
陽

性
者
は
、８
月
２
２
日
～
２
８
日
で
十

二
歳
か
ら
七
十
九
歳
で
、未
接
種
者

よ
り
２
・３
回
目
接
種
者
合
計
の
方
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
上
表
参
照
） 

８
月
の
他
の
週
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾

向
で
あ
り
、こ
れ
を
見
れ
ば
、
接
種
し

た
ほ
う
が
感
染
し
て
い
る
実
態
が
分
か

り
ま
す
。 

Ｔ
Ｖ
報
道
で
毎
日
挙
げ
ら
れ
る
「
コ
ロ
ナ
死
者
」
で
す
が
、
令
和
２
年
６
月
か
ら
厚
労
省
に
よ

り
、老
衰
や
基
礎
疾
患
な
ど
他
の
要
因
で
の
死
亡
も
コ
ロ
ナ
陽
性
で
あ
れ
ば
、全
て
「
コ
ロ
ナ
死
者
」

で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
．
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
は
？ 

「コ
ロ
ナ
死
者
」の
実
態 

９
月
２
日
の
厚
労
省
の
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
医

療
機
関
か
ら
の
副
反
応
疑
い
報
告
状
況
で
は
、
２
０
２

２
年
８
月
７
日
迄
で
、
全
種
類
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
合

計
で
死
亡
１
，３
９
２
件
、重
篤
７
，７
２
０
件
、製
造
販

売
業
者
か
ら
の
報
告
で
は
死
亡
１
，７
３
８
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
上
表
） 

小
児
（
五
～
十
一
歳
）
で
は
、
２
月
か
ら
８
月
７
日
ま
で
の
約
半
年
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
の
副
反
応
疑
い
報
告
は
、重
篤
３
０
件
、死
亡
１
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
保
護
者
が
懸
念
さ
れ
る
事
項
の
一
つ
で
す
。 

た
だ
、こ
れ
ら
は
疑
い
で
あ
っ
て
、
正
式
に
因
果
関
係
を
認
め
ら
れ
て
い
な

い
の
だ
か
ら
、ワ
ク
チ
ン
は
安
全
だ
と
言
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。 

で
は
、認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
こ
れ
ら
の
数
字
を
軽
視
し
て
良

い
の
で
し
ょ
う
か
。個
人
判
断
で
は
な
く
、医
療
機
関
等
か
ら
の
報
告
な
の

で
す
か
ら
、軽
視
す
る
に
は
多
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

２
．
懸
念
さ
れ
る
副
反
応
へ
の
声 

今
、ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
疑
い
で
の
死
者
、重
篤
の
報
告
数
の
多
さ
に
一

部
の
病
院
・医
師
等
で
、ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
を
懸
念
す
る
声
が
増
え
て
い
ま

す
。 一

つ
紹
介
す
る
と
、
「
全
国
有
志
医
師
の
会
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
上
記
の

緊
急
声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
内
容
を
抜
粋
す
る
と
、
「
（
略
）
世
界
各
国
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
が
血
栓
形
成
毒
性
を
持
つ
こ
と
を
示
唆
す
る
論
文
が
多

数
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
は
、こ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ス

パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
の
血
栓
形
成
毒
性
を
除
去
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
ず
、実

際
に
接
種
後
に
血
栓
に
関
連
す
る
副
反
応
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、こ
の
よ
う
な
タ
ン
パ
ク
質
を
発
現
す
る
遺
伝
子
製
剤
や

タ
ン
パ
ク
質
自
体
を
体
内
に
投
与
す
る
こ
と
は
医
学
的
に
大
き
な
リ
ス
ク
を

生
じ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。（
略
）
」
と
い
う
も
の
で
す
。 

札
幌
で
は
札
幌
禎
心
会
病
院
等
、幾
つ
か
の
病
院
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
態
等
を
鑑
み
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
中
止
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
も
の
を
ご
参
考
に
一
部
記
載
し
ま
す
。「
東
北
有
志

医
師
の
会
」
、「
ド
ク
タ
ー
ヒ
ロ
の
リ
ア
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
、「
な
ぜ
「
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
」
を
国
は

認
め
な
い
の
か
？
長
尾
和
宏
医
師
が
告
発
す
る
免
疫
低
下
の
実
態
」
等
々
で
す
。 

人
の
命
が
関
わ
る
以
上
、こ
う
い
っ
た
懸
念
す
る
声
も
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

３
．
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
健
康
被
害
救
済
制
度
の
実
状 

１
．
接
種
者
の
ほ
う
が
感
染
し
て
い
る
実
態 

１
．
多
過
ぎ
な
い
か
？ 

副
反
応
疑
い 

４
．
冷
静
に
考
え
た
い
ワ
ク
チ
ン
接
種 

よ
り
詳
細
な
情
報
は
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。 

一
年
半
が
経
ち
、
見
え
て
き
た
実
態
を
踏
ま
え
、 

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
中
日
新
聞
記
事
（
８
月
１
７
日
付
）
に
は
、

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
流
行
「
第
七
波
」
で
１
５
日
ま
で
に
公
表

さ
れ
た
愛
知
県
内
の
「
コ
ロ
ナ
死
者
」
に
つ
い
て
、死
因
で
第
四
波
や
第
五

波
な
ど
で
は
顕
著
だ
っ
た
「
コ
ロ
ナ
肺
炎
」
単
独
の
ケ
ー
ス
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
、県
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。 

６
月
２
０
日
以
降
と
す
る
第
七
波
で
の
死
者
数
は
、１
５
日
時
点
で
２

３
５
人
。
高
齢
だ
っ
た
り
、持
病
が
も
と
も
と
あ
っ
た
り
す
る
感
染
者
の
多

く
が
、老
衰
や
持
病
の
悪
化
な
ど
で
命
を
落
と
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

（
略
）
』
と
い
う
も
の
で
す
。
（
上
表
） 

厚
労
省
Ｈ
Ｐ
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
・安
全
性
の
評
価
」
で
は
、
「
接

種
開
始
後
の
安
全
性
の
評
価
」
と
「
臨
床

試
験
で
の
安
全
性
の
評
価
」
は
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、長
期
的
な
安
全
性
に
つ
い
て

は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

当
然
な
が
ら
こ
れ
ま
で
と
全
く
異
な
る

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
ワ
ク
チ
ン
は
緊
急
で
承
認
さ
れ

た
も
の
で
、数
年
と
い
う
長
期
で
は
検
証
さ

れ
て
い
な
い
事
実
が
あ
り
ま
す
。 

上
写
真
は
厚
労
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
Ｑ
＆

Ａ
で
「
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
」
に
関
し
て
、将

来
的
な
懸
念
へ
の
回
答
で
す
が
、
記
載
の

通
り
で
す
。 

「
考
え
ら
れ
て
い
る
」
、
「
動
物
実
験
」
、

「
臨
床
試
験
」
と
い
う
文
言
は
あ
り
ま
す

が
、長
期
的
な
安
全
性
は
確
立
さ
れ
て
い

る
と
か
、
検
証
し
た
と
い
う
文
言
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

３ 

今
、コ
ロ
ナ
起
因
の
死
亡
か
ど
う
か
正
確
に
把
握
さ
れ
な
い
ま
ま
、数
字
だ
け
が

一
人
歩
き
し
て
い
ま
す
。そ
の
報
道
で
、
見
る
方
々
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。 

４
．
研
究
で
新
た
な
事
実
が
・説
明
と
の
乖
離
？ 

②
．
９
月
１
７
日
、広
島
大
の
チ
ー
ム
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接

種
後
、原
因
が
分
か
ら
ず
に
死
亡
し
た
４
人
を
調
べ
た
結
果
、い
ず
れ
も

炎
症
に
関
わ
る
遺
伝
子
が
過
剰
に
働
き
、死
亡
時
の
推
定
体
温
が
高
い

と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
と
す
る
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

「
炎
症
に
関
わ
る
遺
伝
子
が
過
剰
に
働
い
て
お
り
、サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス

ト
ー
ム
｛
ウ
イ
ル
ス
を
攻
撃
す
る
免
疫
調
節
機
能
が
過
剰
反
応
（
暴
走
）

し
、患
者
の
身
体
を
攻
撃
す
る
現
象
｝
が
起
き
た
の
で
は
な
い
か
と
み
て

い
る
。」
と
い
う
も
の
で
す
。※
２ 

5〜11 歳の子ども達への新型コロナワク

チン接種の「努力義務」規定に強く抗議

します。 子ども達、若者達への新型コロ

ナワクチン接種の即時中止を求めます。 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
、１
年
半
前
の
高
ま
る
不
安
で 

と
に
か
く
打
と
う
と
い
う
段
階
は
、過
ぎ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

今
は
、見
え
て
き
た
ワ
ク
チ
ン
の
実
態
、
重
大
な
結
果
に
も
つ
な
が
る
副
反
応
、打
て
ば
打
つ

ほ
ど
に
高
ま
る
副
反
応
リ
ス
ク
、
国
の
救
済
制
度
の
困
難
さ
等
を
踏
ま
え
、慎
重
に
判
断
す
べ

き
段
階
で
す
。 

ワ
ク
チ
ン
は
打
つ
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
命
・
健
康
を
守
る
為
の
手
段
の
一
つ
で
す
。
改
め

て
冷
静
に
メ
リ
ッ
ト
・デ
メ
リ
ッ
ト
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

健
康
の
基
本
は
自
己
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
良
い 

薬
も
限
度
を
超
え
れ
ば
人
に
よ
り
毒
に
も
な
り
ま
す
。打
た
な
い 

と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。 

た
だ
ワ
ク
チ
ン
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
は
報
道
さ
れ
ず
知
ら
れ
て 

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
少
し
で
も
ご
参
考
に
な
る
よ
う
こ
の
チ
ラ
シ 

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
は
報
道
等
を
ご
参
考
下
さ
い
。 


